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あけましておめでとうございます 

 早いもので、今年度もあと 3 か月となりました。あっという間の 1 年になりそうです。さて、

今年度の残り 3 か月も、忙しい（充実した）日々になりそうです。授業はもちろん、後期のレポー

ト作成、それぞれの研究の今年度のまとめと来年度に向けた計画、ストレートマスターの学生は毎

週火曜日のそれぞれの実習校での課題探究実習に向けた準備などが、同時進行していくことが予想

されます。目の前の課題も気になりますが、充実した内容の研究を目指し、計画的に進めていきた

いと思います。 

 

来年度の学校変革試行実習に向けて！(教育経営探究コース) 

 教育経営探究コースでは、12 月の発表に続き、１月１０日（火）に来年度の「学校変革試行実

習」に向けての事前学習会を行いました。教育経営探究コースのメンバーはすべて現職教員で、小

学校教諭 2名、中学校教諭 2 名、高等学校教諭 2 名の計 6 名が、上野先生、中島先生、平田先生、

日山先生の４名の先生方に指導を受けています。担当教員だけではなく、すべての先生方からアド

バイスをいただき、様々な視点で自分の研究を見つめ直す機会となっています。それぞれの学校の

現状や課題をもとに、現任校の校長等と協議を重ねながら研究テーマを設定し、来年度の実習に向

けて研究を進めているところです。研究している内容は「地

域との連携」「学校の活性化」「教職員の協働」「生徒参加の学

校づくり」などで、４月からの現任校での実習に向けて、先

生方の指導助言を参考に、より具体的な計画を作成している

ところです。来月には、現職による「学校変革試行実習」に

向けた研究計画についての発表会が開催されます。 

 

授業研究の発表会を行いました！(授業実践探究コース)  
 授業実践探究コースは『授業実践の研究』の授業で、平成 28 年１１月に行われた佐賀大学教育

学部附属小・中学校教育研究発表会で参観した授業の分析についての発表会を行いました。1 月

11 日（水）から三週間にわたって行われた発表会では、社会、美術、英語の公開授業について、

生徒の発言の抽出やインタビュー調査、ワークシートの分析など質的、量的な研究を行いました。

全体で分析結果を共有し議論することで、多くの学びが得られる発表会になりました。来年度授業

実践探究コースのストレートマスターは「学校課題探究実習」、現職教員は「学校変革試行実習」

が控えているため、今回の授業研究の経験を活かして、自らの授業実践を分析することになります。 
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